
化
、
港
湾
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
国

内
主
要
コ
ン
テ
ナ
５
港
の
２
０

０
８
～
23
年
の
貨
物
量
推
移
な

ど
に
関
す
る
も
の
で
、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
元
自
動
車
部

品
物
流
会
社
常
務
で
国
際
物
流

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
臼
井
正
佳

氏
ら
が
講
評
し
た
。

続
い
て
、
「
空
港
に
課
さ
れ

た
問
題
と
将
来
展
望
」
を
共
通

論
題
と
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ａ
の
宇
野

茂
・
執
行
役
員
営
業
部
門
貨
物

営
業
部
長
が
成
田
空
港
の
航
空

物
流
に
関
す
る
将
来
構
想
、
国

土
交
通
省
の
秋
田
未
樹
・
航
空

局
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
長
は

最
近
の
航
空
貨
物
の
状
況
、
近

畿
大
学
の
横
見
宗
樹
教
授
が
世

界
で
の
航
空
輸
送
産
業
に
お
け

る
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
。

更
に
、
「
空
港
に
課
さ
れ
た

問
題
と
将
来
展
望
」
を
テ
ー
マ

に
宇
野
、
秋
田
、
横
見
の
各
氏

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
も
開
か
れ
、
会
場
か
ら
質

問
を
受
け
付
け
な
が
ら
空
港
や

航
空
貨
物
の
今
後
の
在
り
方
を

探
っ
た
。

（
吉
田
英
行
）

流
会
社
、
行
政
、
港
湾
関
連
団

体
な
ど
が
加
入
し
、
62
年
の
歴

史
が
あ
る
。

大
会
初
日
の
４
日
は
成
田
国

際
空
港
（
Ｎ
Ａ
Ａ
、
田
村
明
比

古
社
長
、
千
葉
県
成
田
市
）
の

貨
物
管
理
ビ
ル
な
ど
を
見
学
。

５
、
６
日
は
明
治
大
学
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
千
代
田

区
）
を
会
場
に
、
研
究
発
表
や

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
た
。

５
日
の
研
究
発
表
は
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
と
し
て

の
Ａ
Ｅ
Ｏ
（
認
定
事
業
者
）
制

度
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
、
港
湾

の
機
能
転
換
、
物
流
の
発
展
に

伴
う
港
湾
の
業
務
内
容
の
変

港
湾
・
空
港
の
総
合
的
研
究

を
行
う
日
本
港
湾
経
済
学
会

（
男
澤
智
治
会
長
、
九
州
国
際

大
学
教
授
）
は
４
～
６
日
、
東

京
都
で
全
国
大
会
を
開
催
し

た
。
港
湾
と
空
港
の
課
題
や
将

来
展
望
に
関
す
る
各
種
研
究
発

表
、
講
演
、
行
政
を
交
え
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
っ
た
。

同
学
会
は
学
識
経
験
者
、
物

８
月
27
日
付
４
面

「
ち
ょ
っ
と
い
っ
ぷ

く｣

の
記
事
中
「
社
会
に
…
…

と
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
社
会

に
影
響
を
与
え
う
る
官
民
の
組

織
の
一
員
と
し
て
」
の
誤
り
で

し
た
。
読
者
と
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
深
く
お
わ
び
し
ま
す
。

（
山
上
隼
人
、
岩
渕
彩
香
）

チ
ッ
ク
の
排
出
状
況
の
調
査
を

進
め
、
動
静
脈
連
携
で
製
造
業

に
十
分
な
再
生
材
を
供
給
す
る

こ
と
が
可
能
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点

の
全
国
展
開
可
能
な
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
を
複
数
構
築
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。（

佐
々
木
健
）

30
日
に
決
定
し
た
25
年
度
概
算

要
求
で
は
、
設
備
補
助
関
連
予

算
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特

別
会
計
で
１
０
０
億
円
が
措
置

さ
れ
て
い
る
。
調
査
事
業
は
、

資
源
循
環
の
拠
点
港
湾
の
選
定

・
整
備
で
国
土
交
通
省
と
の
連

携
を
検
討
し
て
い
る
。

環
境
省
は
、
金
属
・
プ
ラ
ス

承
認
し
、
早
期
に
事
業
化
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
８
月

検
討
を
図
る
。
国
で
は
Ｃ
Ｅ
関

連
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
を
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
80
兆
円
規
模
ま
で

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

お
り
、
質
、
量
の
両
面
か
ら
製

造
業
へ
再
生
材
を
供
給
す
る
体

制
を
構
築
す
る
。

高
度
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
設

置
に
関
し
て
は
、
３
月
に
再
資

源
化
事
業
等
高
度
化
法
を
閣
議

決
定
し
て
い
る
。
同
法
に
基
づ

き
、
複
数
自
治
体
で
の
リ
サ
イ

ク
ル
原
材
料
の
収
集
・
運
搬
か

ら
中
間
処
理
ま
で
一
括
で
国
で

環
境
省
は
２
０
２
５
年
度
概

算
要
求
の
中
で
、
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｅ
、
循
環

経
済
）
の
確
立
に
向
け
、
資
源

循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
で
必

要
に
な
る
拠
点
整
備
の
調
査
事

業
費
と
し
て
２
億
円
を
計
上
し

た
。
同
事
業
で
は
再
生
材
の

「
量
」
の
確
保
を
念
頭
に
、
海

上
輸
送
を
含
め
た
物
流
効
率
化

で
の
立
地
、
資
材
な
ど
の
保
管

倉
庫
の
共
有
な
ど
高
度
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
の
立
地
や
必
要
設
備

へ
の
支
援
策
と
制
度
的
措
置
の

る
。ま

た
、
更
新
・
再
交
付
講
習

内
容
の
基
準
を
定
め
る
告
示
、

講
習
の
実
施
要
領
、
更
新
講
習

を
行
う
機
関
の
登
録
に
関
す
る

取
り
扱
い
要
領
を
新
た
に
制
定

す
る
。

意
見
公
募
を
経
て
、
10
月
下

旬
に
公
布
、
施
行
す
る
予
定
だ

が
、
講
習
機
関
の
取
り
扱
い
要

領
は
回
転
翼
航
空
機
、
飛
行
機

の
講
習
を
行
う
講
師
の
条
件
に

つ
い
て
経
過
措
置
を
設
け
る
。

（
田
中
信
也
）

国
土
交
通
省
は
５
日
、
ド
ロ

ー
ン
（
小
型
無
人
機
）
の
レ
ベ

ル
４
（
有
人
地
帯
で
の
目
視
外

飛
行
）
技
能
証
明
（
操
縦
ラ
イ

セ
ン
ス
）
の
更
新
・
再
交
付
手

続
き
や
講
習
内
容
な
ど
を
定
め

る
関
係
告
示
の
制
定
及
び
改
正

案
を
公
表
し
た
。

２
０
２
２
年
12
月
施
行
の
改

正
航
空
法
で
創
設
さ
れ
た
操
縦

ラ
イ
セ
ン
ス
の
更
新
と
、
失
効

し
た
証
明
書
の
再
交
付
手
続
き

の
細
目
を
規
定
す
る
た
め
、
事

務
処
理
要
領
を
一
部
改
正
す

て
い
る
。

（
田
中
信
也
）

レ
コ
ー
ダ
ー
の
導
入
、
社
内
安

全
教
育
の
実
施
に
対
す
る
支
援

事
業
に
つ
い
て
も
継
続
を
求
め

に
つ
な
げ
、
健
康
起
因
事
故
の

防
止
を
図
る
。
新
た
に
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
検
査
に
対
す
る
補
助

事
業
の
創
設
を
要
望
し
て
お

り
、
実
施
費
用
の
２
分
の
１
を

支
援
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。な

お
、
先
進
安
全
自
動
車

（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
、
過
労
運
転
防
止

の
た
め
の
先
進
機
器
、
デ
ジ
タ

ル
式
運
行
記
録
計
・
ド
ラ
イ
ブ

予
算
概
算
要
求
の
物
流
・
自

動
車
関
係
事
業
の
う
ち
「
自
動

車
運
送
事
業
の
総
合
安
全
対
策

事
業
」
と
し
て
17
億
８
６
０
０

万
円
（
24
年
度
当
初
予
算
比
１

・
３
倍
）
を
計
上
。
主
要
疾
患

を
未
病
段
階
で
発
見
し
て
治
療

国
土
交
通
省
は
、
健
康
起
因

事
故
の
防
止
に
向
け
、
Ｓ
Ａ
Ｓ

（
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
）
、

脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
、
視
野

障
害
な
ど
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
に
対
す
る
補
助
事
業
を
２

０
２
５
年
度
に
新
設
す
る
。

Ａ
）
―
浜
松
Ｓ
Ａ
を
は
じ
め
と

す
る
自
動
運
転
の
実
験
実
施
に

向
け
、
５
・
９
㌐
ヘ
ル
ツ
帯
Ｖ

２
Ｘ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
実
験
試

験
局
の
「
免
許
交
付
ま
で
の
手

続
き
の
迅
速
化
・
円
滑
化
を
図

る
べ
き
」
と
言
及
。
そ
の
際
、

７
６
０
㍋
ヘ
ル
ツ
帯
な
ど
既
存

Ｉ
Ｔ
Ｓ
無
線
や
、
Ｖ
２
Ｎ
通
信

の
特
性
評
価
や
取
得
し
た
デ
ー

タ
の
利
活
用
策
も
検
討
す
べ

き
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

実
証
の
通
信
環
境
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
東
北
、
関
東
、
東

海
、
近
畿
の
各
総
合
通
信
局
の

エ
リ
ア
で
、
放
送
事
業
用
無
線

局
の
周
波
数
移
行
が
開
始
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
全
国
的
な
放
送

用
無
線
局
の
周
波
数
移
行
に
よ

る
Ｖ
２
Ｘ
通
信
実
用
化
に
向

け
新
た
な
周
波
数
移
行･

再
編

ス
キ
ー
ム
な
ど
を
検
討
す
る
。

レ
ベ
ル
４
ト
ラ
ッ
ク
実
証
の

具
体
的
な
計
画
は
、
国
土
交
通

省
な
ど
の
関
係
省
庁
、
関
係
団

体
で
構
成
す
る
「
自
動
運
転
イ

ン
フ
ラ
検
討
会
」
（
羽
藤
英
二

座
長
、
東
京
大
学
大
学
院
教

授
）
で
検
討
を
深
化
す
べ
き
、

と
し
て
い
る
。
（
田
中
信
也
）

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の

在
り
方
な
ど
の
方
向
性
を
打
ち

出
し
た
。
５
・
９
㌐
ヘ
ル
ツ
帯

を
活
用
し
た
Ｖ
２
Ｘ
通
信
の
実

用
化
に
向
け
、
既
存
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
Ｖ
２
Ｎ
通
信

と
の
両
に
ら
み
で
評
価
・
実
証

を
実
施
す
る
。

学
識
経
験
者
や
関
係
事
業
者

で
構
成
す
る
「
自
動
運
転
時
代

の
次
世
代
Ｉ
Ｔ
Ｓ
通
信
研
究
会

（
第
２
期
）
」
（
森
川
博
之
座

長
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

に
よ
る
中
間
取
り
ま
と
め
案
へ

の
意
見
公
募
を
踏
ま
え
た
最
終

案
を
、
同
日
に
同
研
究
会
の
会

合
で
報
告
し
、
了
承
を
得
た
。

新
東
名
高
速
道
路
・
駿
河
湾

沼
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ

運
転
）
ト
ラ
ッ
ク
の
実
証
に
必

要
な
通
信
環
境
整
備
に
向
け
、

総
務
省
は
５
日
、
レ
ベ
ル
４

（
特
定
条
件
下
で
の
完
全
自
動

「
賃
金
規
定
等
改
定
コ
ー
ス
」

で
は
、
賃
上
げ
率
の
区
分
を
現

行
の
２
区
分
か
ら
４
区
分
に
拡

大
。
６
％
以
上
の
ア
ッ
プ
の
場

合
、
１
人
当
た
り
７
万
円
（
大

企
業
は
４
万
６
千
円
）
を
支
払

う
。
そ
の
上
で
、
昇
給
制
度
を

設
け
れ
ば
、
１
事
業
所
当
た
り

20
万
円
（
15
万
円
）
を
加
算
す

る
仕
組
み
も
新
設
す
る
。

新
た
に
導
入
し
た
場
合
、
企
業

は
最
大
１
７
０
万
円
を
受
け
取

れ
る
。

こ
の
目
標
達
成
に
よ
る
助
成

に
加
え
、
賃
上
げ
を
実
現
し
た

場
合
に
労
働
者
数
に
応
じ
て
加

算
す
る
仕
組
み
も
あ
り
、
現
行

の
「
３
％
以
上
」
「
５
％
以

上
」
だ
け
で
な
く
、
来
年
度
は

「
７
％
以
上
」
の
項
目
も
用
意

す
る
。
３
％
以
上
は
最
大
60
万

円
、
５
％
以
上
で
は
最
大
２
４

０
万
円
を
加
算
し
て
い
る
が
、

７
％
以
上
に
は
最
大
３
６
０
万

円
を
支
援
す
る
。

こ
の
他
の
助
成
金
制
度
も
、

賃
上
げ
を
促
す
内
容
に
強
化
す

る
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

の
う
ち
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
賃
上
げ
に
対
し
て
助
成
す
る

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成

金
で
は
、
来
年
度
予
算
の
概
算

要
求
で
70
億
円
（
24
年
度
予
算

比
で
横
ば
い
）
を
計
上
し
た
。

こ
の
う
ち
「
業
種
別
課
題
対

応
コ
ー
ス
」
は
自
動
車
運
転
業

務
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

三
六

サ
ブ
ロ
ク

協
定
の
見
直
し
に
よ
る
労

働
時
間
の
削
減
や
、
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入
と
い

っ
た
「
成
果
目
標
」
の
達
成
状

況
に
応
じ
、
生
産
性
向
上
に
向

け
た
設
備
投
資
や
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
費
用
な
ど
を
助
成
す

る
。
例
え
ば
、
11
時
間
以
上
の

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
を ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
で
、
そ
れ
こ

そ
の
ど
か
ら
手
の
出
る
ほ
ど
人
材

が
欲
し
い
と
い
う
運
送
会
社
は
多

い
に
違
い
な
い
。
容
疑
者
も
表
面

だ
け
見
れ
ば
、
従
順
で
経
験
豊
か

な
ベ
テ
ラ
ン
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
飲
酒
の
習
慣
が
あ
る
人
を

運
送
業
界
か
ら
締
め
出
せ
と
言
う

つ
も
り
は
な
い
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
易
な
採

用
は
極
め
て
危
険
だ
と

改
め
て
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
心

理
学
を
応
用
し
た
性
格
や
生
活
態

度
に
関
す
る
テ
ス
ト
を
活
用
す
る

な
ど
、
悲
惨
な
事
故
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か

け
て
応
募
者
の
人
と
な
り
を
冷
静

に
、
そ
し
て
慎
重
に
見
極
め
る
べ

き
だ
。

（
小
菓
史
和
）

飲
酒
運
転
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故

が
多
発
し
、
厳
罰
化
さ
れ
た
今
で

は
、
そ
ん
な
軽
口
さ
え
は
ば
か
ら

れ
る
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

容
疑
者
が
意
図
的
に
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
擦
り
抜
け
て
い
た
と

は
い
え
、
雇
用
し
て
い
た
運
送
会

社
は
重
大
な
責
任
を
問
わ
れ
、
事

業
許
可
の
「
一
発
取
り
消
し
」
も

あ
り
得
る
。
更
に
、
遺
族
へ
の
重

い
賠
償
責
任
や
得
意
先
の
信
用
失

墜
も
避
け
ら
れ
ず
、
会
社
は
事
業

存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
る
。
た

っ
た
一
人
の
無
責
任
な
行
動
が
、

全
て
を
破
壊
す
る
の
だ
。

て
ま
で
酒
を
飲
み
た
い
ほ
ど
自
分

の
欲
求
を
我
慢
で
き
な
い
な
ら
、

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
し
な

い
で
ほ
し
か
っ
た
。
悔
し
く
て
怒

り
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。
３
人
の

命
を
返
し
て
ほ
し
い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

40
年
ほ
ど
前
、
私
が
運
転
免
許

を
取
得
し
た
時
の
試
験
問
題
の
一

つ
を
思
い
出
し
た
。
「
ビ
ー
ル
は

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
低
い
の
で
、

少
し
く
ら
い
な
ら
飲
ん
で
運
転
し

て
も
構
わ
な
い
」
。
酒
好
き
の
友

人
ら
と
「
そ
り
ゃ
、
や
っ
ぱ
り

『
○
』
だ
ろ
！
」
と
、
当
時
は
よ

く
冗
談
を
飛
ば
し
た
も
の
だ
が
、

遠
方
に
住
む
友
人
と
久
し
ぶ
り

に
酒
を
飲
む
機
会
が
あ
っ
た
。
酒

好
き
の
二
人
の
話
題
は
、
自
然
と

５
月
に
群
馬
県
で
発
生
し
た
飲
酒

運
転
に
よ
る
緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ

ク
の
死
亡
事
故
に
及
ん
だ
。
容
疑

者
は
調
べ
に
対
し
「
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
後
に
酒
を
飲

み
運
転
し
た
」
と
話
し

て
い
る
と
い
う
。

そ
の
結
果
、
子
ど
も

を
含
む
３
人
が
死
亡
す
る
重
大
な

結
果
を
招
い
た
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
に
は
、
容
疑
者
が
酩
酊

め
い
て
い

状

態
で
運
転
し
、
中
央
分
離
帯
を
乗

り
越
え
、
被
害
者
の
車
に
激
突
す

る
信
じ
難
い
映
像
が
記
録
さ
れ
て

い
た
。
テ
レ
ビ
の
報
道
に
よ
る

と
、
遺
族
は
「
検
査
を
擦
り
抜
け ｢

た
っ
た
一
人｣

が
全
て
を
壊
す

（
面
担

明
石
衛
）

／／

港
湾
経
済
学
会
／

全
国
大
会

｢

港
湾･

空
港
の
将
来｣

探
る

「
空
港
に
課
さ
れ
た
問
題
と

将
来
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

(

５
日
左
か
ら
Ｎ
Ａ
Ａ
の
宇

野
執
行
役
員
、
国
交
省
の
秋

田
部
長
近
大
の
横
見
教
授)

７％で360万円上乗せ

国交省

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

来
年
度
補
助
事
業
を
新
設

ド
ロ
ー
ン
操
縦
ラ
イ
セ
ン
ス

更
新･

再
交
付
手
続
き
改
正

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
５
年
度
、
企
業
の
賃
上
げ
に
つ
な
げ
る
た
め
の
助
成
金
制
度
を
拡
充

す
る
。
労
働
時
間
の
削
減
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
活
用
や
設
備
投
資
な
ど
に
対
す
る

「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
」
で
、
７
％
以
上
の
賃
上
げ
を
し
た
場
合
に
、
最
大
３
６
０

万
円
を
上
乗
せ
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。
非
正
規
雇
用
労
働
者
へ
の
正
社
員
化
や
待
遇
改
善
を

促
す
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
」
で
は
、
昇
給
制
度
を
設
け
た
場
合
に
加
算
す
る
措
置
を
設

け
る
。

（
土
屋
太
朗
）

25年度概算要求での賃上げ支援に向けた助成金（抜粋）
名 称名 称

働き方改革
推進支援助
成金

業務改善助
成金

人材開発支
援助成金

キャリアア
ップ助成金
（一部コー
ス）

概算要求額概算要求額

70億円

22億円

620億円

633億円

内 容内 容
労働時間削減などに向
けたコンサルティン
グ、設備・機器の導入
を通じ、改善成果を上
げた場合に助成

事業所内の最低賃金を
一定額引き上げ、生産
性向上を図る設備投資
を行った場合に、費用
の一部を助成

職務に関連した専門的
な知識を習得するため
の職業訓練などを実施
した場合に、訓練経費
などを一部助成

非正規労働者の基本給
を定める賃金規定を３
％以上増額改定し、適
用した場合に助成

拡充部分拡充部分

現行の賃上げ率
（３％、５％）
に加え、｢７％｣
の項目を追加

地域間格差に配
慮した助成率区
分の再編、支援
時期の見直し

訓練終了後に賃
上げした場合に
賃金助成額を引
き上げる

賃上げ率の新た
な区分を設定。
昇給制度を新設
した場合の加算
措置の創設

厚
労
省

概
算
要
求

レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
実
証

レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
実
証

通
信
環
境
整
備

在
り
方
提
示

総
務
省

Ｖ
２
Ｘ
実
用
化
へ

環境省

資
源
循
環
ネ
ッ
ト
形
成

資
源
循
環
ネ
ッ
ト
形
成
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